
1.事業細目:小規模増殖場造成事業

2 研究名:小規模増殖場造成事業事前調査

3舗研究期間・平成元年度~ 年度 4 担当者:岡本、千葉、山中

予算額 350千円

予算区分県単

5. 目的 のための事業計画策定のため、候補地の増殖場と

琵琶湖漁業において主要水産資源であるニゴロ しての適合牲を調査し、検討を行った。

ブナ、ホンモロコ等温水性魚類の産卵増殖場造成

6.方法

調査地点は、びわ、奥出湾、志賀地区である。

(図 1) 

以下の項目について現場調査、聴き取り調査、

文献収集を行った。

(1) 漁場環境調査 5~8 月にかけて計 5 回沿岸

各 l定点を定め調査を実施した。

(2) 餌料生物調査:(1)と同日同定点において調査

を実施した。

(3) 産卵状況調査 5~8 月にかけて計10聞各定

点に人工産卵床を設置し産卵状況を調査した。

ω) ヨシ地・藻場調査:既存資料、航空写真によ

り現状を把握した。

(5) 親魚回遊状況調査:滋賀農林水産統計をもと

に検討した。

7.結果の概要

漁場環境については、定点を沿岸に設定したた

めいずれの地区も ss、CODが水産用水基準を

上回ることもあったが、概ね良好であると考えら

れる。

餌料となる動物プランクトンについては、志賀

地区が最も多く、びわ、奥出湾の順であった。志

賀地区では、 5~7 月に対象稚仔魚の餌料となる

ワムシ類、 ミジンコ類が豊富であった。表 lに餌

料生物調査結果を図 2に志賀地区の出現の様子を

示す。

対象魚の産卵状況については、びわ、志賀地区

で風波のため人工産卵床の流出が数回あった。産

卵状況は、びわ、奥出湾では全く認められなかっ

た。志賀地区では、フナ、モロコの産卵を 2回確

認した。

ヨシ地・藻場については、温水性魚類の産卵生

育の場として重要なヨシ帯が、びわ、志賀地区に

比べ奥出湾では貧弱でほとんど存在しない状況で

あった。志賀地区は、ヨシ帯面積が琵琶湖全体の

ヨシ帯面積の10%を占めており、ヨシの密生度や

植生の幅も良好であった。藻場は、志賀地区は急

深な所が多く、水深 2mまではササパモ、イバラ

モ、コカナ夕、、モがまばらであり、 2m以深で、コカ

ナダモが密に繁茂していた。しかし、その植生面

積は少なかった。

親魚の回遊状況については、エリによる漁獲状

況をみると奥出湾、びわ地区では漁獲統計にのぼ

るほどフナ、モロコは漁獲されていない。志賀地

区はエリによるホンモロコの漁獲量が昭和62・63

年において琵琶湖全体の約14%を占めており、

4~5 月が接岸時期である。

以上、結果を総合すると、志賀地区が増殖場候

補地として適当であると考えられる。また、志賀

地区はやや湾入した水域ではあるが、消波堤で風

波の影響を緩和することにより、さらに良好な内

湖的環境の水域を創出できるものと考えられる。
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8.主要成果の具体的数値
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(個体数/12)餌料生物調査結果表 1
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9.今後の問題点

増殖場造成後の効果をし、かに把握するか検討す

る。

10.次年度の異体的計画

既設増殖場における効果把握
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